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The larva and pupa of Rhagastis trilineata Matsumura 


(Lepidoptera : Sphingidae) 


MASANAO NAKAMURA 


少な く と も , これ まで に わが 国 か ら 知 られ た スズ メガ 科 幼 虫 の な か で , も っ と る も 奇異 な 形態 を 示す の が ここ に 記す 

ミス ジ ビ ロ ー ド スズ メ の 幼虫 で やる. 本 種 の 幼虫 と の 最初 の 出会い は , 1967 年 9 月 19 日 , 富山 県 字 奈 月 温泉 で , 今 か 
ら 考 える と 2 齢 幼虫 と 思わ れる も の を ヤマ アジ サイ Hydrangea macrophylla (Thunb. ) Seringe DEED DO aH 
し た と き で あろ る が , COMPRA OBL TLEDKOG 正体 不明 の まま で 終わ っ た . その 後 し ば らく , この 
ァ アジ サイ 食い の スズ メガ と の 緑 は 切れ た まま で あっ だ たと ころ, 197642 8 月 28 日 , 東京 都 奥多摩 町 で , 再び ママ アジ サ 
イメ か ら 後 に 記す よう な 特異 な 形態 の 終 齢 幼虫 1 頭 を と る こと が で きた . これ か ら は , 明け て 1977 年 6 B20R. ミス ジ 
と ロード スズ メ の 6 が 羽化 し た 。 1976 年 に は , 中 臣 識 太郎 氏 も この 終 齢 幼虫 と 同じ も ゃ の を アジ サイ か ら と られ た 由 で 
半 事 た 写真 を 拝見 する こと が で きた . た だ と の 段階 で は 。 さき の 宇奈月 の 2 RR & NOM MIE E OBI RAAB 
で な か っ た が , 1977 年 7 月 末 か ら 8 月 一 杯 に か け て , 東京 高尾 山 で 卵 お よび 各 似 幼虫 を 多数 発見 し , 約 20 頭 程 を 飼育 
し て 一 応 生 活 史 の あら まし を つか むこ と が で きた の で , 以下 に 記録 し て お きだ た い . 
































経過 の 1 例 1977 年 に 得 た 卵 か ら 飼育 し た も の の 1 例 を 次 に 記す . 
7 月 28 日 散 化 : SAQA’ 2: 8 月 7 日 3 齢 : 8HI2EL/ 46: 8 BITHZ5 Ro: 8 H22H 7 BORR : 8 月 27 


H lii (C. 
この 映 は 1967 年 の 例 か ら み て その まま 越 年 する も の と 考え を られ る . 

















幼生 期 の 記載 


卵 直径 2.2mm. ほぼ 球形 , KEG, 溝 条 は ほとん ど 認 め ら れ な い . (Fig. 2) 

1 齢 幼虫 10mm, 尾 角 長 1.8mm. 円 筒 形 で 尾 角 は 著しく 長く , ゆる く S 字 状 に くれ ねる. 尾 角 先 端 は 二 岐 する . 
頭 部 淡 視 GE) 色 , 体 妨 光沢 ある 帯 白 緑色 , BARE. 

2 齢 幼虫 18mm. 尾 角 長 2.8mm. 1 齢 幼虫 と 同一 で も る が , 尾 角 は 相対 的 に や や 短 か く な り , ほほ 真直 ぐ で, 
先端 は 分 岐 し な い . (Fig. 2) 

3 齢 幼虫 98 5mm, 尾 角 長 3.5mm. か な り 太 さき が 増 し , 胸部 は 頭 方 へ 細 ま る . BAGEA i VRE ITRS. 
個体 に より 多少 現れ 方 に 濃淡 が ある が , この 内 か ら 条 斑 が 認め られ る よう に な る . WU EL SURE, 胸部 に 
uS OSEE, 腹部 に は 7 条 の 同色 の 太い 付帯 を そなえ , HYDE DTIC ORCS ROM BOMRE 
散ら し て いる . 第 1 腹 節 亜 背部 伺 は オム スピ 型 の 眼 状 絞 を 現す . 眼 状 紋 は 淡 黄 色 で , 外 綴 を 塗 色 細線 で 綴 取 られ て お 
p, dic HIDE ENG, 中 央 近く に 藍 色 点 紋 を そなえ た 購 孔 を 有 し て いる 。. 気 門 は 緑色 環 で 囲ま れ た 白色 . (Pig. 3) 

4 齢 幼虫 97 5mm, 尾 角 長 4 mm, 3 齢 虫 に 比べ る と 胸部 の 折 り 返 え し が 厚く な り , し た が っ て 胸部 が 短 か く み 
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を る 上 , 細 ま り 方 が 著しく な る . 尾 角 は 一 層 短 く な り , や や 下方 に 当 曲 する . EEG ELIO, 亜 普 部 か ら 背 方 は 
HRE HOS, 細い が 明瞭 な 濃緑 色 の 背 線 を 現す よう に な り , Suy, (ata BLOASUL-BAS eT, d 
Ti O BURA LR EAL DURE Ch 5. 眼 状 紋 は 円 形 に 近く な り , 黄色 で 外周 を 外側 藍 色 , 内 側 空色 の 二 重 細 線 で $e 
取ら れ , TEARS C, 空色 細 条 の 縁取 り の ある 橋 円 絞 と 変わ り , ポッ ン と 小さ く 突 出す る よう に な る . 尾 角 は 暗示 
aati. (Fig. 4) 

5 pR 50mm. KAR 6mm, KCE, 後 胸 一 第 1 GMOS 02:5 EL, 本 属 の 典型 的 な 形 と な る . 
尾 角 は より 肉 厚 で , 下方 へ 釣 型 に 曲がり , 時 々 これ を ピク ピク と 動か す . 7 斜 帯 は 一 層 太 く , HELD, 後方 の も 
の は ほど 太 さ を 増す , RROK, 円 味 を 強く 帯び ひる よう に な り , HAG, 外周 を 黒 と 空色 の 二 重 細線 で 縁取 られ , 
障 孔 は 黒色 で 外側 を 空色 細線 で 囲ま れる . 眼 状 絞 は 前 見 に 比べ 強く 円 雛 型 に 突出 する よ うに な る . 尾 角 は 小豆 色 で に 
ぶ い 光沢 を 帯び る . (Fig. 1) 

頭 部 は 円 味 が 強く , 上 唇 の 切込み は ビロード スス メ R. mongoliana Butler に 比べ 幅広 い . 大 理 は 10 個 の 歯 を 有 

し , 内 見 を 全く 欠く 点 は 特異 で ある . 腹部 Lo 刺 毛 は 特殊 化し な い . 


























































































































































































































Fig. 1. The mature (5th instar) larva of Rhagastis trilineata Matsumura. x 1.5 





87mm, En- FAX 2 OMS HBT SL PRR, 細身 で , 下 超 基部 の 竜骨 状 隆起 部 は 頭 方 お よび 腹 方 に 
一 層 突 出す る . 中 脚 端 は ビロード スズ メ に お ける より 少し く 尾 方 に 達し , 触角 先端 は 中 脚 端 より や や 尾方 に 終わ る 
(ビロード スズ メス で は 人 触角 先端 と 同位 置 に 終わ る ). 気 門 溝 は 第 5 一 6 腹 節 に 認め られ , XO MOS LEM 


みか ら な る (ビロード スズ メ は 第 5 一 7 腹 飾 に 認め られ る ). 尾 突起 は ビロード スズ メ よ り 幅 広く , 略 三 角形 , 先端 
SIL, それ ぞ れ の 分 岐 の 先端 は 2 個 の 幅 を な す が , = odi 1 個 が 釣 状 」 いま 1 個 は ほぼ 真直 ぐに 伸び る ( ビ ロ ー 


ドス ズ ス で は 2 個 と も 釣 状 を な す ). 尾 突 起 の 基部 近く の 背 側 部 に 1 対 の 極め て 鋭い 称 を 有する . 
eis CoA + RUD. 38, 腹 節 可 動 部 は 赤 味 が か り , 購 褐 色 お よび 黒色 の 雲 状 斑 を 散ら す , 腹部 藻 線 は 不鮮明 な 太い 


暗色 条 を な し , 郊 に は 燃 脈 に 沿っ て 所 々 に 黒点 を 装う . 第 5 腹 節 か DE 7 腹 節 頭 弘 に か け て 黒色 腹 中 線 を 有する . 
(Figs. 8, 9) 

































































HURT OB ATER & OMB DAC, 本 属 の な か で すでに 幼虫 の 判明 し て いる も ゃ の で は , イン ド か ら 中 国 
犬 際 に か け て 分 布 す る R. albomarginatus Rothschild OJI REETH AZ と が 分 か る . 比較 的 広 食性 
の ビロード スズ メ 属 に あっ て , アジ サイ 類 に 個 有 の 嗜好 性 を 有する 点 も 同一 で ある (Table 1 参照 ). た だ albo- 
marginatus で は 幼虫 頭 部 が 宅 色 を し て いる と いう し , 眼 状 絞 の 瞳 孔 や 尾 名 が 藍 色 を し て いる 点 も 異な る の で 区 別 は 
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容易 で あろ 5. また 3 齢 幼 束 か ら 眼 状 紋 が 突出 し て くる と い 5 点 $ 違 っ て いる . 産卵 習性 $ ふ 本 種 で は Fig. 2 に み ら 
れる よう に , 食 草 の 葉 裏 に 1 個 宛 産み 付け られ る の に 対し , albomarginatus で は 食 草 の 若 枝 に 産 付す る と いわ れる 
ィ ン ド に お ける 観察 に よる と albomarginatus は セ し ろ 明 る い 庭 園 な ど た に み ら れ る よう で , きわ め て 生活 力 が 吐 盛 
だ と の こと で ある が , ミス ジ ビ ロ ー ド スズ メメ は 薄暗い 渓谷 林 に の み 見 出 だ さ れ , か な り 暑 さや 乾燥 に 弱い 点 あ 対照 的 
で ある . 

帆 化 は 地上 近く , 相葉 な どの 間 に き わ め て 荒い (網状 に 近い ) Meio TIT). 踊 の 形態 は 各種 互い に 酷似 し て お 
D, 詳細 な 比較 検討 が な され て いな い の で 分 明 で な い が , 少な く と ぁ も 尾 突起 の 構造 は albomarginatus や velata 
Walker (こと に 後者 ) に 類似 し て いる . 上 述 の よう に , Ms MICRITSS AYE RO PA ズ メ と albomarginatus 
の 近 緩 性 は 明確 で ある が , 成虫 の 次 斑 な どか ら み て ふ 両 種 は 類似 し て お り , 一 つの グル ー プ を 形成 し て いる . 他 に こ 
の グル ー プ に 入る 種 と し て は , ニア ぇ 諸島 か ら 知ら れる rubetra Rothschild et Jordan, BLUE bimaculata 
Matsumura (この 両者 は 非常 に 似 て お り , 同一 種 で ある か も 知れ な い ) が ある が , 残念 な が 幼生 期 に つい て は 知 
られ て いな い . 

































































x 献 
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Moths V, Sphingidae. Taylor and Francis Ltd., London. 
Gehlen, B. (1932) in Seitz, the Macrolepidoptera of the World, II Suppl. Alfred Kernen, 


Stuttgart. 


Table 1. Rhagastis-species and their 
food-plants. 
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Fig. 2. Rhagastis trilineata Matsumura, egg and 
2nd instar larva. x 1.55 

Fig. 3. Do., 3rd instar larva. X 1.55 

Fig. 4. Do., 4th instar larva. X 1. 06 
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Fig. 5. Larva of Rhagastis trilineata Matsumura, head. Fig. 6. Do., mandible. 
Fig. 7. Pupa of Rhagastis mongoliana Butler. Fig. 8. Pupa of Rhagastis 
trilineata Matsumura. Fig. 9. Do., cremaster. 
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Summary 


The larva and pupa of Rhagastis trilineata Matsumura in Japan are described. These are evi- 
dently allied to R.albomarginatus Rothschild from north India and China. The larva, the food- 
plant of whichis Hydrangea macrophylla (Saxifragaceae), is green with conical protruded eye-mark 
on the 1st abdominal segment. The eye-mark is rounded and yellow encircled with a double line, 
black outside and sky blue inside, and possesses an elliptical black pupil bordered with a sky blue 
fine line centre. The horn is purplish brown. The pupa possesses a triangular cremaster ending 
in two arms each of which is provided with a straight and a curved spines and possessing a pair 
of dorso-lateral spines near the base. 

The key is proposed for the distinction of Japanese Rhagastis pupae. 

Proximal area of maxilla slightly protruded ventrad and cephalad ; extreme of antenna just beyond 
tip of mesothoracic leg; spiracular furrow on 5th-6th abdominal segments; cremaster triangular, 
ending in two arms each of which is provided with a stright and a curved spines, and possessing 
a pair of dorso-lateral spines near the bases trilineata Matsumura 

Proximal area of maxilla not so protruded ventrad and cephalad as the precedings ; extreme of 
antenna reaching tip of mesothoracic leg: spiracular furrow on 5th-7th abdominal segments ; 
cremaster wedge-like, ending in two arms each of which is provided with two curved spines, and 
never possessing dorsolateral spines, eee eene mongoliana Butler. 
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An example of homoeosis of Papilio hoppo 
(Lepidoptera : Papilionidae) 


TATSUO ISHIZAKI 


RAEO homoeosis に つ 
いで て は , タイ ワン カラ ス ア ゲハ の 
例 が ある が , ホッ ポア ゲハ の 1 例 
を 発表 する . 個体 は ? で , BRM 
裏面 , kK 1b 一 2 3 脈 ぞい , 
4—5, 5 一 6 間 の 二 重 弦 A 紋 列 中 
に , 前 次 裏面 白 条 を 現す も の で あ 
る . 

1976 年 6 月 19 
台湾 省 台 中 市 捕 里 

発表 に 際 し て , 御 教示 を いた だ 
いた 白水 隆 氏 に 深 席 する . 
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